
□議員名：岡山明 

１ 小中学校のトイレの整備状況について 

論点 市内の学校のトイレの洋式化率はどの程度か。  

回答 

令和５年９月３０日現在の洋式化率は、埴生小中学校の１００％、

赤崎小学校で１９.２％、須恵小学校で１８.６％、厚狭小学校１６．

２％、高千帆中学校１１．３％、市内全体では３４ .７％となってい

る。 

 

論点 学校の洋式化率では、全国、県内において、本市の状況はどうか。  

回答 

文部科学省の調査結果では、公立小中学校のトイレの洋式化率の全

国平均は６８.３％である。山口県の平均は４７.２％で、全国最下位

である。本市は３５.１％で、山口県内の市町で１７番目となってい

る。 

 

論点 

洋式化率の割合は全国最下位、県内の市町では、萩市、下関市に次

ぎ山陽小野田市はワースト３の３５.１％である。市長として何らか

の政治判断が必要ではないか。  

回答 

本市における洋式トイレの設置状況は不十分であると認識してい

る。中期基本計画の重点施策の一つでもある「ひとを創る」におい

て教育環境の整備を図ること、また令和２年度に学校施設整備計画

を策定している。施設全体の整備を考え、積極的に取り組んでいき

たいと考えている。 

 

論点 
洋式化が進んでいない理由として校舎の改修、それ以外の要因とし

てどういう問題があると思われるか。 

回答 

児童生徒数も多く、便器数も多いということで洋式化率が低い。ま

た、建物が古い、トイレのスペースが狭く、なかなか洋式化しにく

いという面もある。建て替えをするときに一気にやってしまうこと

がベターではないかという考え方、要因もあり、少し洋式化が遅れ

ているのではないかと考えられる。   

 

 



論点 
学校トイレの改修に利用できる国庫補助金、財源確保や制度の拡

充・延長が図られているが、活用状況はどうなっているか。 

回答 

トイレ改修に係る国庫補助金の利用状況については、令和元年度の

小野田中学校の多目的トイレ設置、令和２年度の埴生中学校の生徒

棟のトイレ改修、令和４年度の厚狭中学校の教室棟のトイレ改修に

おいて学校施設環境改善交付金を活用している。 

 

論点 
小学校に入学する児童において、和式トイレの練習も兼ねて小学校

のオープンキャンパスのような行事を開催してはどうか。 

回答 

保育所・幼稚園においても、小学校に慣れることの一つにカリキュ

ラムを組んでおり、その一つの中にトイレの指導も含まれている。

こうした取組が効果を上げている。入学してくる子供たちはすぐに

学校生活に慣れ、楽しく過ごしているものと認識している。新たな

取組等については考えていない。 

 

論点 
避難所にもなっている学校の普通教室や体育館等における、多目的

トイレの設置状況はどうなっているか。 

回答 

小中学校の多目的トイレについては松原分校を含む１８校のうち１

６校に設置されている。各学校の設置場所は管理棟や教室棟となっ

ている。多目的トイレの設置については配慮を要する生徒の入学に

合わせて各学校に設置している。今後も必要に応じて設置していく。 

 

２ 公共施設の街灯照明等について 

論点 

避難所でもある地域交流センターの街灯の点灯、消灯時間はどうな

っているか。また、駐車場の入り口が封鎖されている場所もあるが

緊急時の対応は大丈夫か。 

回答 

地域交流センターの街灯については、閉館時間である２２時をもっ

て消灯しているセンターと翌日の日の出まで点灯しているセンター

があり、時間の管理方法もタイマーや照度センサー、手動による管

理など施設によって様々である。また、玄関先の屋外灯については

施設内の照明と一体的に運用しており、一部のセンターを除いて２



２時で消灯している。駐車場の封鎖については、チェーンやロープ

をかけているところもあるが、施錠まではしておらず、緊急時には

開放することが可能である。 

  

論点 

中央図書館、地域交流センターにはブックボックスが設置されてい

る。設置場所について、夜間利用する場合、周りに照明がなく駐車

場から移動するのに転倒するリスクがあるが、対応の検討はどうか。 

回答 

市民の利便性を図るため、小野田地域交流センターを除く各地域交

流センター及び中央図書館に図書返却用のブックポストを設置して

いる。各地域交流センターは閉館時間の午後１０時まで明かりが灯

っており、夜遅くまで本の返却にも対応している。また、中央図書

館は午後７時に閉館となるが、午後８時まで街灯を灯し、夜遅い時

間でもブックポストを利用できるようにする。 

 

論点 
地域交流センターの閉館後の夜間の照明について、常夜灯としての

役目、必要性があるのではないか。  

回答 

地域交流センターの閉館後の夜間の照明についは、それぞれの地域

交流センターが立地する周辺の環境に加えて、地域の様々な事情に

考慮した上での運用としていることから、直ちに全ての地域交流セ

ンターの常夜灯の設置が必要であるとは考えていない。地域づくり、

学びや防災等の地域の拠点としての機能を果たしていくため、地域

の方々が安心・安全に利用できる環境づくりに努めていく。 

 


